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川

隅

功

先
生

ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

秋
の
撮
影
ツ
ア
ー

募
集
に
つ
い
て

【
目
的
地
】

美
ヶ
原
・
上
高
地

（
長
野
県
）
方
面

【
日
程
】
１
０
月
１
７
日

（
火
）
～
１
９
日
（
木
）

旅
行
代
金
：
６
８'

０
０
０
円

募
集
人
員
：
４
０
名

（
最
小
催
行
人
数
３
０
名
）

【
旅
行
企
画
実
施
】

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル

【
撮
影
地
】

美
ヶ
原
→
上
高
地

撮
影
上
の
注
意

美
ヶ
原
高
原
は
国
定
公
園

内
に
あ
り
ま
す
。

・
遊
歩
道
以
外
へ
の
進
入

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
三
脚
は
通
行
人
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
場
所
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

・
高
山
植
物
の
保
護
、
育

成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

美
ヶ
原
高
原
は
松
本
市
の

東
に
位
置
す
る
山
の
詩
人

「
尾
崎
喜
八
」
が
讃
え
た

広
く
美
し
い
高
原
で
、
夏

に
は
、
放
牧
の
牛
た
ち
が

の
ん
び
り
と
草
を
食
み
、

可
憐
な
花
た
ち
が
風
に
揺

れ
ま
す
。

標
高
２
０
０
０
ｍ
に
広

が
る
高
原
の
、
日
本
百
名

山
の
ひ
と
つ
に
謳
わ
れ
る

美
ヶ
原
の
最
高
峰
は
王
ヶ

頭
（
標
高
２
０
３
４
ｍ
）

で
、
牧
歌
的
な
草
原
と
急

峻
な
地
形
が
広
が
る
風
景

を
望
み
な
が
ら
、
遊
歩
道

や
本
格
的
な
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
が
楽
し
め
ま

す
。王

ヶ
頭
に
立
て
ば
、
北

ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ

ス
、
富
士
山
、
八
ヶ
岳
、

浅
間
山
と
雄
大
な
山
々
の

眺
望
が
堪
能
で
き
る
３
６

０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広

が
り
ま
す
。

美
ヶ
原
の
次
は
上
高
地
に

向
か
い
ま
す
。

上
高
地
は
標
高
１
５
０
０
ｍ

に
あ
る
前
後
約
１
０
㎞
、
幅
最

大
約
１
㎞
の
堆
積
平
野
で
す
。

こ
の
時
期
美
し
い
紅
葉
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
山
岳
風
景
で
人
気

が
あ
り
ま
す
。

【
宿
泊
先
】

美
ヶ
原
・
王
ケ
頭
ホ
テ
ル

(

予
約
の
と
れ
な
い
人
気

ホ
テ
ル)

上
高
地
・
上
高
地
ア
ル
ペ

ン
ホ
テ
ル

旅
行
行
程
等
詳
細
は
東
風

季
報
第
４
０
号
同
封
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル

東
北
風
景
写
真
家
協
会

秋
の
撮
影
ツ
ア
ー
係

０
２
２(

２
１
１)

６
９
６
０

(

一
部
記
事
と
画
像
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
引
用)

第
１
２
回

撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催

今
年
度
の
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
以
下
の
通
り

実
施
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
日
本
の
原
風
景

を
残
す
鶴
岡
市
田
麦
俣

地
区
で
実
施
い
た
し
ま

す
。

(

デ
ジ
タ
ル
の
み
対
象)

【
開
催
日
】

２
０
１
７
年
７
月
４
日

(

火
曜
日)

企
画
：

東
北
風
景
写
真
家
協
会

（
イ
ベ
ン
ト
運
営
主
幹
）

旅
行
企
画
実
施
：

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル

（
受
付
窓
口
、
交
通
手
段

手
配
、
保
険
手
配
）

協
賛
：

東
北
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（
Ｐ
Ｒ
、
集
客
協
力
）

後
援
：

た
に
し
の
楽
校
保
存
会

事
務
局
（
会
場
提
供
）

特
別
後
援
：

荘
内
日
報
社

特
別
協
力

（
一
財
）
ま
ち
む
ら
交

流
機
構
の
ご
協
力
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す

開
催
場
所
：

鶴
岡
市
田
麦
俣
「
た
に

し
の
楽
校
」
（
旧
大
網

小
学
校
田
麦
俣
分
校
）

〒9
9
7
-
0
5
3
2

山
形
県
鶴
岡
市
田
麦
俣

七
ツ
滝
９
１

日
程
：

７
月
４
日
（
火
）

10:

00
～
16:

00

参
加
費
：

・
８
、
８
０
０
円
（
バ
ス

代
、
高
速
代
、
昼
食
弁
当

代
、
講
師
料
）

・
現
地
集
合
参
加
の
場
合

２
、
０
０
０
円
（
昼
食
弁

当
代
、
講
師
料
）

・
現
地
の
南
正
一
会
員
よ
り

紹
介
、
地
元
の
写
真
愛
好

会
参
加
も
予
定
。

募
集
人
員
：
３
０
名

（
先
着
順
受
付
）

（
最
小
催
行
２
０
名
）

◎
撮
影
終
了
後
各
自
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
５
枚
程
度
抽
出

し
、
講
師
に
よ
り
即
日
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
見
な
が
ら
講

評
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
行
程
表
】

７
：
３
０

泉
区
役
所
駐
車
場

８
：
０
０

仙
台
駅
東
口
２
階

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

東
北
道
→
山
形
道
→
田
麦
俣

１
０
：
３
０

撮
影
開
始

１
２
：
０
０

昼
食(

弁
当
）

１
３
：
０
０

デ
ー
タ
抽
出

講
評
・
講
義

１
６
：
０
０

終
了
・
撤
去

１
８
：
３
０

仙
台
駅
東
口

１
９
：
０
０

泉
中
央
着

毎
回
好
評
の
プ
ロ
写
真
家
に
よ
る
、

ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
通

り
実
施
し
ま
す
。

【
講
演
者
】

川
隅

功

先
生

花
の
風
景
、
水
の
風
景
、
樹
の
風
景
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
日
本
国
内
の
自
然
風
景
を
追
い
か
け
る
写
真
家

（１）

第

12

回

撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー

美

ヶ

原

上
高
地

★

平
成
29
年
度
年
会
費
の

お
支
払
い
の
お
願
い

協
会
の
各
種
企
画
事
業
や
「
東
風

季
報
」
の
作
成
、
発
行
、
郵
送
料

等
は
皆
様
の
年
会
費
に
て
運
営
し

て
お
り
ま
す
。

年
会
費
（
３
、
０
０
０
円
）
未

納
の
方
は
、
左
記
口
座
宛
至
急
お

振
込
み
下
さ
い
。
振
込
手
数
料
は

ご
負
担
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
七
十
七
銀
行
旭
ヶ
丘
支
店

普
通

５
２
７
２
５
９
９

東
北
風
景
写
真
家
協
会

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
８
１
９
０

-

１
４
３
８
８
８
８

ト
ウ
ホ
ク
フ
ウ
ケ
イ

シ
ャ
シ
ン
カ
キ
ョ
ウ
カ
イ

お

願

い

幹
事
長

退
任

進
藤

弘
融

（
渉
外
担
当

幹
事
就
任
）

主
に
写
真
関
連

雑
誌
や
プ
ロ
の

先
生
と
の
窓
口

と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
。

幹
事
長
代
行

丸
山

慎
一

（
副
会
長
兼
務
）

役
員
幹
事

人
事

お
知
ら
せ

秋葉健一会員個展開催

「フォトカレンダー」

期間:6月23(金)24（土）

25(日)30(金)7月1(土)

2(日) 10時から5時迄

場所：Artgallery杜

（泉区明石南2‐5‐5、

080‐9333-0061）

同時開催（2階 椛）

コラボ展「花ひととき」

写 真 ：秋葉健一

いけばな：山田美堂

【大正池】

★
写

真

コ

ン

テ

ス

ト

上

位

入

選

者

第
５
６
回
二
科
会

写
真

部
展
Ａ
単
写
真
部
門

入
選

宮
城
県
仙
台
市

青
木

威
世
男
さ
ん

第
１
４
回
日
本
写
真
作
家

協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
公
募
展

入
選
者

宮
城
県
仙
台
市

相
原

智
恵
子
さ
ん

宮
城
県
仙
台
市

大
友

悦
男
さ
ん

宮
城
県
仙
台
市

佐
々
木

か
よ
さ
ん

★
新
規
入
会
会
員

紹
介

宮
城
県
角
田
市

小
檜
山

裕
行
さ
ん

宮
城
県
仙
台
市

鈴
木

真
知
子
さ
ん

宮
城
県
仙
台
市

佐
藤

千
賀
子
さ
ん

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
及
び
公
募
展
に

入
賞
ま
た
は
入
選
さ
れ
た
方
、
ご
連

絡
下
さ
い
。
ま
た
、
個
人
で
写
真
展

を
開
催
さ
れ
る
方
も
ご
連
絡
下
さ

い
。規

定
に
則
っ
て
掲
載
い
た

し
ま
す
。

お

知

ら

せ

写 真 展 紹 介

【
申
込
先
】

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル

東
北
風
景
写
真
家
協
会

撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー
係

０
２
２(

２
１
１)

６
９
６
０【田麦俣：たにしの楽校】

【
日

時
】

２
０
１
７
年
11
月
16
日

（
木
曜
日
）

開

場

13:

00

セ
ミ
ナ
ー
開
始

13:

30

閉

会

16:

30

【
会

場
】

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル

３
Ｆ
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル

【
募
集
人
員
】

定
員
９
０
名

（
先
着
順
定
員
締
切
）

【
会

費
】

会

員

１
、
０
０
０
円

非
会
員

１
、
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】

①
先
行
予
約(

6/

1
よ
り)

電
話
に
て
の
受
付

セ
ミ
ナ
ー
担
当
・
丸
山

0
9
0
-
5
5
9
4
-
1
4
3
9

②
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
込
み

(

9/

1
よ
り)

９
月
１
日
付
東
風
季
報
と
同

送
の
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
の
上

来
た
る
９
月
３
０
日
ま
で
ご

返
送
下
さ
い
。

【富士山遠望】 【高原全体が秋一色】
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編
集
後
記

１
面
は
美
ヶ
原
＆
上
高
地

撮
影
ツ
ア
ー
予
定
と
川
隅
功

先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
予
定
を
掲

載
し
ま
し
た
。

２
面
記
事
は
小
松
金
吾
さ

ん
、
先
崎
康
人
さ
ん
に
執
筆

を
お
願
い
し
ま
し
て
、
快
く

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

丸
山
副
会
長
は
連
載

で
す
。
ご
寄
稿
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
松
さ
ん
の
記
事
は

２
月
に
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
号
の
掲
載
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
季
報
は
皆
様
の
ご
寄

稿
で
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

私
の
見
た
白
神
山
地
に
つ
い
て

小
松

金
吾

こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
三
十
七
話

「
お
天
気
お
じ
さ
ん
に
な
り
損
ね
た
」

▼
は
じ
め
に
、
世
界
自
然

遺
産
白
神
山
地
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
、
「
東
北
森

林
管
理
局
」
と
「
藤
里
森

林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ

ー
」
両
機
関
作
成
の
散
策

ガ
イ
ド
誌
に
基
づ
い
て
、
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
世
界
遺
産
白
神
山
地

は
、
秋
田
県
北
西
部
と
青

森
県
南
西
部
の
県
境
に
ま

た
が
る
広
大
な
山
岳
地
帯

の
総
称
で
す
。
こ
の
う

ち
、
人
手
の
殆
ど
入
っ
て

い
な
い
ブ
ナ
を
主
体
と
す

る
区
域
１
６
９
７
１
㏊
が

比
較
的
広
く
、
ひ
と
ま
と

ま
り
で
残
さ
れ
、
動
植
物

の
多
様
性
に
富
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
１
９
９
３
年

１
２
月
、
鹿
児
島
県
屋
久

島
と
と
も
に
、
日
本
で
初

め
て
世
界
自
然
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
た
。

▼
こ
の
地
域
は
、
ブ
ナ
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
森
林
に

覆
わ
れ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

や
ク
マ
ゲ
ラ
・
イ
ヌ
ワ
シ

な
ど
多
く
の
生
き
物
が
生

息
し
、
豊
か
な
森
林
生
態

系
が
保
た
れ
て
お
り
、
遺

伝
子
の
宝
庫
と
し
て
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ま
た
こ
の
地
域
の
保
護

管
理
は
、
国
や
県
の
関
係

行
政
機
関
が
策
定
し
た

「
白
神
山
地
世
界
遺
産
地

域
管
理
計
画
」
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
林
野
庁
が

「
森
林
生
態
系
保
護
地

域
」
を
、
環
境
省
が
「
自

然
環
境
保
全
地
域
」
を
指

定
し
、
一
部
自
然
公
園
と

し
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ブ
ナ
は
、
北
海
道
か
ら

九
州
の
山
地
に
分
布
し
、

日
本
の
温
帯
林
を
代
表
す

る
樹
種
で
す
。
高
さ
は
２

５
ｍ
に
達
し
ま
す
。
樹
皮

は
堅
く
、
灰
白
色
で
滑
ら

か
で
す
。
葉
は
互
生
し
、

長
さ
５

～

８
ｃ
ｍ

で

す
。

５
月
頃

、

黄
色
い

花

を
つ
け

ま

す
。
実

は

秋
に
熟

し

ま
す
が

、

豊
凶
が

あ

り
豊
作

年

は
通
常

５

～
７
年
に
一
回
程
度
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
林

は
、
多
く
の
動
植
物
を
育

み
、
ま
た
、
渇
水
や
洪
水

を
防
ぐ
な
ど
保
水
機
能
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

▼

さ

て

、

「

東

風

季

報
」
、
編
集
担
当
の
方
か

ら
依
頼
が
あ
っ
て
、
僭
越

な
が
ら
、
白
神
山
地
は
地

元
の
課
題
と
し
て
ペ
ン
を
取

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
２
月
１
日
少
々
吹
雪
い

て
い
た
が
、
今
日
の
白
神

こ
ん
に
ち

山
地
の
情
報
と
思
い
高
速

秋
田
道
の
し
ろ
東
Ｉ
Ｃ
か

ら
、
北
へ
二
ツ
井
白
神
Ｉ

Ｃ
で
降
り
て
県
道
３
１
７

号
で
秋
田
県
側
白
神
山
地

玄
関
口
と
も
言
わ
れ
て
い

る
藤
里
町
商
工
観
光
課
に

向
か
っ
た
。

▼
昨
夜
か
ら
の
降
雪
で
轍

が
さ
だ
ま
ら
ず
ハ
ン
ド
ル

が
取
ら
れ
る
。
こ
の
県
道

は
西
目
屋
に

通
ず
る
唯
一

の
重
要
道
路

で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な

い
筈
だ
が
な

あ
ー
と
思
い

つ
つ
走
行
・

・
・藤

里
町
菊

地
主
査
さ
ん

に
お
会
い
す

る
こ
と
が
で
き
、
次
の
情

報
を
得
ま
し
た
。

▼
冬
季
間
道
路
状
況
▲

○
１
１
月
下
旬
～
５
月

下
旬
ま
で
通
行
止
め

○
平
成
２
８
年
白
神
山

地
入
山
者
状
況

総
入
山
者
数
３
万
２
２

２
４
名
（
秋
田
県
側
３
７

３
５
名
、
青
森
県
側
２
万

８
４
８
９
名
）

▼
前
述
の
全
入
山
者
の
８

９
％
が
青
森
県
側
の
入
山

者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
青
森

県
と
秋
田
県
と
の
入
山
規

制
の
難
易
度
合
に
よ
る
も

の
で
、
世
界
の
人
が
入
山

し
易
く
な
る
こ
と
を
願
っ

て
止
ま
な
い
。

▼
皮
肉
に
も
昨
今
の
マ
ス

コ
ミ
情
報
に
よ
る
と
、
日

本
シ
カ
等
が
急
速
に
殖
え

て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ

る
と
何
か
し
ら
い
た
た
ま

れ
な
い
気
持
ち
で
一
杯
だ
。

▼
コ
ダ
ッ
ク
が
コ
ダ
ク
ロ
ー

ム
等
フ
ィ
ル
ム
の
製
造
を
再

開
す
る
と
の
情
報
が
あ
っ

た
。
よ
う
や
く
フ
ィ
ル
ム
へ

の
未
練
が
薄
れ
て
き
て
い
る

私
に
新
た
な
悩
み
の
種
と
な

り
そ
う
な
予
感
が
す
る
。
一

方
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
に
は
写

真
創
作
の
全
工
程
を
自
分
の

手
の
内
で
完
結
で
き
る
大
き

な
魅
力
が
あ
り
、
フ
ィ
ル
ム

に
は
戻
れ
な
い
と
思
う
自
分

も
い
る
。

▼
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
は
フ

ィ
ル
ム
の
選
択
に
相
当
す
る

風
景
、
人
物
、
モ
ノ
ク
ロ
等

の
多
様
な
撮
影
モ
ー
ド
が
あ

る
こ
と
、
撮
像
素
子
等
の
高

機
能
化
等
に
よ
り
高
感
度
撮

影
等
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
。
と
り
わ
け
自
家
プ
リ
ン

ト
で
は
フ
ィ
ル
ム
時
代
に
は

面
倒
で
あ
っ
た
プ
リ
ン
ト
依

頼
の
煩
雑
さ
か
ら
解
放
さ
れ

る
大
き
な
利
点
が
あ
る
。

▼
し
か
し
、
フ
ィ
イ
ル
ム
費

用
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
デ
ジ
タ
ル
撮
影
で
は
撮

影
枚
数
が
増
え
る
の
も
悩
み

の
種
。
使
わ
な
い
で
あ
ろ
う

デ
ー
タ
が
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

の
中
で
増
殖
し
続
け
る
の
は

何
と
も
精
神
衛
生
に
悪
い
。

そ
こ
で
私
は
お
お
よ
そ
一
日

３
０
０
枚
と
の
自
主
規
制
を

設
け
、
そ
し
て
残
す
の
は
約

一
割
程
度
を
目
標
と
し
て
い

る
。
撮
影
で
は
決
し
て
連
写

な
ど
は
し
な
い
。
撮
影
後
の

デ
ー
タ
整
理
が
大
変
！
何
十

枚
も
の
同
じ
カ
ッ
ト
か
ら
作

品
を
選
び
出
す
の
は
想
像
す

る
だ
け
で
疲
れ
て
し
ま
う
。

▼
撮
像
素
子
が
高
度
化
し
た

と
は
云
え
、
撮
影
時
の
印
象

を
い
つ
も
忠
実
に
再
現
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
フ
ィ
ル
ム

で
も
同
じ
だ
が
撮
り
っ
放
し

で
は
中
々
良
い
作
品
に
は
め

ぐ
り
逢
え
な
い
。
そ
こ
で
撮

影
時
の
印
象
に
近
づ
け
る
べ

く
薄
化
粧
の
感
覚
でR

A
W

現

像
時
に
濃
度
、
色
温
度
、
構

図
等
の
微
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
少
し
の
調
整
で
写
真
の

血
流
が
良
く
な
る
こ
と
を
感

じ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
薄

化
粧
な
の
で
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ

プ
等
高
度
な
レ
タ
ッ
チ
ソ
フ

ト
は
不
要
。
多
分
、
ソ
フ
ト

機
能
の
30
％
位
し
か
使
っ
て

い
な
い
と
思
う
が
そ
れ
で
満

足
。
現
像
は
直
観
的
に
不
満

な
点
を
若
干
補
正
す
る
程
度

で
3
～
5
分
間
位
。
現
像
に

多
く
の
時
間
を
費
や
す
と
撮

影
時
の
印
象
と
か
け
離
れ
た

写
真
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、

写
真
撮
影
時
の
緊
張
感
が
薄

れ
て
し
ま
う
。
写
真
は
あ
く

ま
で
も
「
撮
る
も
の
」
で
あ

り
「
創
る
も
の
」
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

▼
作
品
は
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

で
の
自
家
プ
リ
ン
ト

が
多
い
。
作
品
の
内

容
に
よ
り
用
紙
の
選

択
肢
が
多
い
の
が
大

き

な

魅

力

。

し

か

し
、
銀
塩
プ
リ
ン
ト
の
諧
調

の
豊
か
さ
を
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
で
実
現
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
も
感
じ
て
い

る
。
や
は
り
、
勝
負
写
真

（
コ
ン
テ
ス
ト
、
展
示
会

等
）
で
は
作
品
内
容
に
よ
り

銀
塩
プ
リ
ン
ト
も
一
考
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
銀
塩

プ
リ
ン
ト
で
も
写
真
の
内
容

に
応
じ
た
印
画
紙
の
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
熱
望
し
て
い
る
。

▼
最
近
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
は

モ
ノ
ク
ロ
写
真
と
似
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
モ
ノ
ク
ロ

で
は
撮
影
意
図
に
応
じ
た
フ

ィ
ル
ム
の
選
択
、
ネ
ガ
作
り

を
行
い
、
暗
室
作
業
で
の
印

画
紙
選
択
、
焼
き
付
け
・
現

像
作
業
で
作
品
に
仕
上
げ
て

い
く
。
デ
ジ
タ
ル
で
は
撮
影

意
図
に
応
じ
て
撮
影
モ
ー
ド

を
選
択
し
、
多
く
の
被
写
体

情
報
を
デ
ー
タ
と
し
て
残
す

こ
と
に
留
意
し
て
撮
影
を
行

い
、
明
室
作
業
（
デ
ー
タ
の

微
調
整
・
プ
リ
ン
ト
作
業
）

で
作
品
に
仕
上
げ
て
い
く
。

▼
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
ラ
ボ

で
銀
塩
プ
リ
ン
ト
す
る
の
も

有
効
な
方
法
で
す
が
、
パ
ソ

コ
ン
に
不
慣
れ
な
方
も
一
寸

頑
張
っ
て
デ
ジ
タ
ル
現
像
、

プ
リ
ン
ト
に
挑
戦
す
る
と
写

真
の
楽
し
み
方
に
幅
が
出

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昔
、
気
象
予
報
士
を
目
指

し
た
こ
と
が
あ
る
。
５
０
年

も
前
の
話
で
あ
る
。
当
時

（
今
も
そ
う
か
な
？
）
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二
放
送
で
「
気

象
通
報
」
と
い
う
天
気
図
の

基
に
な
る
情
報
を
一
日
３
回

流
し
て
い
た
（
現
在
は
毎
日

１
６
時
か
ら
一
回
の
み
）
。

日
本
各
地
と
周
辺
の
定
点

観
測
デ
ー
タ
が
放
送
さ
れ
る

（
約
５
０
地
点
）
石
垣
島
か

ら
始
ま
り
日
本
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、
韓
国
、
東
南
ア
ジ

ア
、
太
平
洋
上
、
最
後
に
富

士
山
で
終
わ
る
。
東
北
で

は
、
小
名
浜
、
仙
台
、
秋

田
、
宮
古
の
４
地
点
で
す
。

そ
れ
を
専
用
の
記
入
用
紙
に

プ
ロ
ッ
ト
し
て
ゆ
く
と
、
風

向
、
風
力
、
天
気
、
気
圧
、

気
温
な
ど
で
等
圧
線
を
引

き
、
天
気
図
の
基
が
で
き

る
。高

校
一
年
の
時
、
地
学
の

授
業
で
「
気
象
」
に
興
味
を

持
ち
、
当
時
住
ん
で
い
た
川

崎
か
ら
横
浜
ま
で
そ
の
用
紙

を
買
い
に
ゆ
き
、
毎
日
ラ
ジ

オ
で
「
気
象
通
報
」
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
一
心
に
聞
き
洩

ら
す
ま
い
と
鉛
筆
を
走
ら
せ

た
。
最
後
に
等
圧
線
を
引
き

終
わ
る
と
天
気
図
の
出
来
上

が
り
だ
。
そ
れ
を
一
週
間
分

ま
と
め
て
地
学
の
教
師
に
持

っ
て
ゆ
き
、
評
価
し
て
も
ら

っ
た
。
そ
ん
な
関
係
で
進
学

は
「
気
象
大
学
校
」
も
視
野

に
入
れ
て
い
た
。
（
気
象
大

学
校
は
超
難
関
で
難
し
く
、

４
０
倍
を
超
え
る
狭
き
門
。

定
員
は
２
０
名
だ
っ
た
と
思

う
）
結
果
、
あ
き
ら
め
た
（
笑
）
。

昔
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
が
無
か
っ
た
時
な
の
で
、

こ
ん
な
ア
ナ
ロ
グ
的
な
技
法

で
天
気
図
が
で
き
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
天
気
を
予
測
す
る

の
だ
か
ら
、
積
み
重
ね
た
デ

ー
タ
や
経
験
値
で
職
人
的
感

覚
が
必
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
だ
か
ら
面
白
か
っ

た
。
自
分
が
天
気
を
作
る
み

た
い
で
。

し
か
し
現
在
は
、
天
気
予

報
が
か
な
り
正
確
に
、
地
域

別
、
時
間
別
に
予
報
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
し

か
も
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

て
い
る
会
社
ま
で
あ
る
く
ら

い
で
す
。

そ
し
て
天
気
予
報
が
大
幅

に
正
確
さ
を
増
し
た
の
は

「
静
止
気
象
衛
星
」
の
貢
献

が
大
き
い
と
思
う
。
そ
の
愛

称
を
「
ひ
ま
わ
り
」
と
い

う
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も

「
ひ
ま
わ
り
」
の
画
像
が
使

わ
れ
て
い
る
か
ら
馴
染
み
あ

る
で
し
ょ
う
。
「
ひ
ま
わ

り
」
運
用
歴
史
詳
細
は
省
く

け
ど
、
今
年
３
月
１
０
日
か

ら
は
「
ひ
ま
わ
り
８
号
」

「
ひ
ま
わ
り
９
号
」
の
２
機

体
制
が
確
立
し
、
平
成
４
１

年
ま
で
運
用
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
写
真
趣
味
の
世
界

で
も｢

天
気
予
報｣

は
大
い
に

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
日
明
日
だ
け
で
な
く
週
間

予
報
も
撮
影
日
や
撮
影
場
所

ご
と
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
れ
も
「
気
象
衛
星
」
の

写
真
デ
ー
タ
が
役
立
ち
、
特
に

台
風
の
季
節
に
は
進
路
や
暴
風

雨
の
予
測
に
重
要
で
す
。

こ
の
同
じ
「
東
風
季
報
第
十

六
号
」
（
二
〇
一
一
年
六
月
発

行
）
で
、
「
晴
れ
お
と
こ
、
雨

お
ん
な
」
と
い
う
記
事
を
書
い

た
。
写
真
撮
影
に
天
気
は
重
要

だ
が
、
根
気
よ
く
粘
れ
ば
一
瞬

の
光
り
が
感
動
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
を
、
知
る
と
思
い
ま
す
。

も
し
気
象
予
報
士
に
な
っ
て

い
た
ら
、
た
ぶ
ん
写
真
の
世
界

に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思

う
。
な
ぜ
な
ら
偶
然
に
見
え
た

光
景
が
偶
然
で
な
く
な
り
、
当

然
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
た

ぶ
ん
「
気
象
予
報
士
」
に
な
れ

な
か
っ
た
負
け
惜
し
み
か
も
し

れ
な
い
。

（
二
〇
一
七
年
六
月丸

山
慎
一
）

【岳岱自然観察教育林内】

【日本海に迫る白神岳（左側）】

私

の

デ

ジ

タ

ル

写

真
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康

人

【新緑の輝き】


